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（様式４） 
 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
（  栗山 健吾  ）  印 
 
（学位論文のタイトル） 
Uptake of positron emission tomography tracers reflects the tumor immune status in  






























%)は壁深達度 (P = 0.028)、ステージ (P = 0.041)、CD8+リンパ球浸潤 (P < 0.001)、GLUT1高
発現（P < 0.001）、LAT1高発現 (P = 0.006)、Ki-67 (P = 0.009)、CD34高発現 (P < 0.001)と
有意に関連していた。 
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＜検討②＞癌部PD-L1低発現 vs 高発現 (P = 0.34)、CD8+リンパ球低発現 vs 高発現 (P = 0.6
7)、hot tumor vs others (P = 0.88)のいずれの2群間比較においても、全生存率に有意差を認
めなかった。 
＜検討③＞FDG-PETの平均SUVmax値はPD-L1低発現群 : 高発現群 = 5.1 : 10.8 (P = 0.008)、CD
8+リンパ球低発現群 : 高発現群 = 6.7 : 11.1 (P = 0.063)、hot tumor : others = 11.3 : 6.
7 (P = 0.057)であった。FAMT-PETの平均SUVmax値はPD-L1低発現群 : 高発現群 = 1.2 : 3.0 (P
 < 0.001)、CD8+リンパ球低発現群 : 高発現群 = 1.7 : 3.1 (P = 0.012)、hot tumor : others
 = 3.0 : 1.8 (P = 0.028)であり、PD-L1高発現群、CD8+リンパ球高発現群、hot tumor群におい
てそれぞれFDG-uptake、FAMT-uptakeが亢進していた。 









Tumor mutation burdenやIFN-γ signatureなどが報告されているが、いずれも組織採取が必要
であり侵襲的処置を必要とする。今回検討したFDG-PET、FAMT-PETは非侵襲的に評価を行うこと
が可能であり、患者にかかる負担は少ない。さらにPETで腫瘍の免疫状態を評価することが可能
ならば、切除標本による免疫状態評価とは違って免疫チェックポイント阻害投与直前の免疫状態
評価が可能となり、より鋭敏にその治療効果を予測することができるかもしれない。 
【結語】 
糖/アミノ酸取り込みが亢進した食道扁平上皮癌でPD-L1発現、CD8+リンパ球浸潤が亢進してい
た。FDG-PET、FAMT-PETを利用した腫瘍免疫状態の評価により、免疫チェックポイント阻害剤高
感受性患者を予測できる可能性がある。 
  
 
